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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
京
都
発
８
時
３
９
分
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
に
乗
っ
て
野
原
は
能
登
半
島
へ
旅

行
に
行
っ
て
い
た

　
と
こ
ろ
が
、
琵
琶
湖
で
殺
人
が
起
き
た
、
し
か
し
、
彼
は
鉄
壁
の
ア
リ
バ
イ
が

あ
っ
た

　
し
か
し
、
警
察
は
野
原
を
犯
人
に
さ
れ
、
警
察
に
連
行
さ
れ
た
、
犯
行
は
可
能

な
の
か
?

　
東
京
─
横
浜
─
琵
琶
湖
─
奥
能
登
を
舞
台
に
連
続
殺
人
が
起
き
る

　
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
!
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
!!
サ
ス
ペ
ン
ス
第
１
弾



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
１
章
　
唐
　
可
可
　

1

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
２
章
　
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」　

4

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
３
章
　
輪
島
で
殺
人
　

7

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
４
章
　
容
疑
者
　

13

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
５
章
　
事
件
の
背
景
　

16

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
６
章
　
行
方
不
明
　

19

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
７
章
　
事
件
解
決
　

22



第
１
章
　
唐
　
可
可

　　
神
奈
川
県
・
横
浜
市

　
彼
女
の
名
前
は
、
唐
　
可
可
、
上
海
出
身
の
中
国
人
で
あ
る
。

「
野
原
、
そ
の
子
誰
だ
。」

「
あ
あ
、
紹
介
し
よ
う
、
彼
女
は
唐
　
可
可
、
結
ヶ
丘
高
等
学
校
の
高
校
生
だ
よ
。」

「
へ
ぇ
、
結
ヶ
丘
、
あ
の
私
立
高
校
の
。」

「
う
ん
、
俺
が
原
宿
へ
行
っ
た
時
に
そ
の
女
の
子
に
会
っ
た
ん
だ
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
と
、
南
は
言
っ
た
。

「
あ
な
た
が
南
さ
ん
。」

「
え
え
、
私
、
南
　
達
仁
で
す
、
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
。」

「
私
、
唐
　
可
可
で
す
、
ク
ゥ
ク
ゥ
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
で
す
。」

「
で
も
、
ど
う
し
て
日
本
に
。」

「
私
の
お
母
さ
ん
は
日
本
出
身
な
の
。」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
母
と
一
緒
に
日
本
へ
来
た
の
か
。」

「
は
い
、
今
年
の
春
か
ら
に
。」

「
ほ
う
、
上
海
か
ら
だ
と
飛
行
機
に
乗
っ
て
来
た
の
か
。」

「
う
ん
。」

　
野
原
は
ク
ゥ
ク
ゥ
と
親
し
か
っ
た
が
、
ち
な
み
に
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
い
子
だ
な

と
思
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
野
原
と
ク
ゥ
ク
ゥ
は
恐
ろ
し
い
事
件
が
起
き
る
と
は
だ
れ
も
予
想

は
し
な
か
っ
た
。

「
へ
ぇ
ー
、
上
海
か
ら
来
た
女
か
。」

「
え
え
、
そ
の
母
親
は
日
本
出
身
な
ん
だ
っ
て
。」

「
ほ
う
。」

「
い
わ
ゆ
る
、
国
際
結
婚
か
。」

「
そ
う
な
ん
だ
よ
。」

「
そ
の
女
の
子
は
ど
こ
の
学
校
な
ん
だ
。」

「
え
え
、
確
か
、
結
ヶ
丘
高
等
学
校
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
。」

「
え
っ
、
結
ヶ
丘
高
等
学
校
か
。」
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「
知
っ
て
る
ん
で
す
か
。」

「
あ
あ
、
噂
に
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
確
か
学
校
法
人
・
北
斗
学
園
が
創
設
し
た

私
立
学
校
だ
っ
た
な
。」

「
ほ
う
。」

「
そ
の
女
の
子
は
ど
う
し
て
い
る
ん
だ
。」

「
あ
あ
、
今
表
参
道
に
い
る
け
ど
。」

「
そ
う
か
。」

「
な
る
ほ
ど
、
彼
女
は
東
京
に
移
住
し
て
き
た
の
か
。」

「
は
い
。」

　
京
都
か
ら
乗
っ
た
新
快
速
敦
賀
行
は
大
津
京
駅
に
着
い
た
、
俺
た
ち
は
琵
琶
湖

観
光
す
る
事
に
な
っ
た
。

「
ね
ぇ
、
私
、
琵
琶
湖
の
ミ
シ
ガ
ン
遊
覧
に
乗
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
。」

「
小
海
さ
ん
、
そ
れ
い
い
で
す
ね
。」

　
そ
の
女
子
旅
行
仲
間
た
ち
は
、
琵
琶
湖
遊
覧
の
ミ
シ
ガ
ン
に
乗
り
に
来
た
。

「
ま
ぁ
、
琵
琶
湖
っ
て
こ
ん
な
湖
な
の
。」

「
う
ん
、
風
が
強
く
吹
い
て
る
よ
。」

「
今
日
は
、
い
い
天
気
だ
か
ら
な
。」

　
南
た
ち
は
、
琵
琶
湖
周
辺
を
散
策
し
た
。

「
お
い
っ
、
見
て
見
ろ
よ
。」

「
何
か
人
が
浮
い
て
る
ぞ
、
人
魚
か
な
?
。」

「
ち
ょ
っ
と
、
行
っ
て
見
よ
う
か
。」

　
旅
行
友
人
た
ち
は
、
琵
琶
湖
周
辺
の
人
盛
り
を
見
に
行
っ
て
見
た
、
そ
れ
は
男

性
の
水
死
体
だ
っ
た
。

　
数
分
後
、
滋
賀
県
警
の
パ
ト
カ
ー
と
捜
査
一
課
の
刑
事
が
到
着
し
た
。

「
被
害
者
の
免
許
証
で
す
、
東
京
在
住
の
灰
原
　
春
馬
さ
ん
、
３
０
歳
。」

「
そ
れ
で
、
死
因
は
。」

「
え
え
、
詳
し
い
こ
と
は
報
告
待
ち
で
す
。」

「
う
ん
。」

　
そ
こ
へ
、
殺
人
事
件
の
知
ら
せ
が
入
っ
た
の
は
そ
の
翌
日
だ
っ
た
。

　
東
京
駅
・
公
安
特
捜
班

「
何
で
す
っ
て
、
琵
琶
湖
で
水
死
体
!
。」
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「
え
っ
。」

「
そ
れ
で
、
被
害
者
は
灰
原
春
馬
　
住
所
は
東
京
都
、
わ
か
り
ま
し
た
、
早
速
調
査

い
た
し
ま
す
。」

「
班
長
。」

「
お
い
、
滋
賀
県
警
か
に
捜
査
協
力
の
要
請
だ
。」
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第
２
章
　
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」

　　
野
原
は
、
唐
と
一
緒
に
京
都
か
ら
北
陸
本
線
経
由
の
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
新

潟
行
に
乗
っ
て
金
沢
か
ら
は
七
尾
線
に
乗
り
換
え
て

　
野
原
は
輪
島
へ
行
く
事
に
な
っ
た
、
朝
市
を
見
物
し
た
後
は
七
尾
線
に
乗
っ
て

金
沢
か
ら
米
原
経
由
で
横
浜
へ
帰
る
事
に
な
っ
て
い
た
。

　
野
原
の
京
都
と
奥
能
登
の
旅
の
日
程

　
１
日
目
　
６
時
３
０
分
発
　
新
幹
線
「
ひ
か
り
３
１
号
」
に
乗
車

　
　
　
　
８
時
５
４
分
　
京
都
着

　
２
日
目
　
京
都
─
金
沢
ま
で
は
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
に
乗
車

　
　
　
　
金
沢
か
ら
輪
島
ま
で
七
尾
線
に
乗
車

　
３
日
目
　
金
沢
か
ら
米
原
経
由
の
特
急
に
乗
っ
て
横
浜
へ
帰
宅

　　
２
泊
３
日
で
能
登
へ
旅
に
行
く
事
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
に
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
が
入
線
し
て
来
た
。

「
オ
ー
ッ
、
こ
れ
が
「
雷
鳥
」
か
。」

「
う
わ
ー
、
凄
い
で
す
、
こ
れ
が
北
陸
本
線
の
特
急
で
す
か
。」

「
う
ん
、
こ
の
雷
鳥
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仕
様
な
ん
だ
。」

「
ほ
う
、
こ
れ
が
日
本
の
特
急
な
の
ね
。」

　
と
、
唐
は
言
っ
た

「
う
ん
。」

　
と
こ
ろ
が
、
ホ
ー
ム
で
怪
し
い
男
が
野
原
と
唐
の
後
を
付
け
て
い
た
。

　
フ
ァ
ー
ン
!

　
８
時
３
９
分
発
　
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
京
都
駅
を
発
車
し
た
。

　
大
阪
と
富
山
、
新
潟
を
結
ぶ
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
大
阪
を
８
時
１
０
分
に
発
車

し
、
新
大
阪
、
京
都
、
西
大
津
、
敦
賀
、
武
生
、
福
井
、
芦
原
温
泉
、
加
賀
温
泉
、

小
松
、
金
沢
、
石
動
、
高
岡
、
富
山
、
魚
津
、
黒
部
、
入
善
、
糸
魚
川
、
直
江
津
、

柏
崎
、
見
附
、
東
三
条
、
加
茂
、
新
津
、
終
着
新
潟
へ
は
１
４
時
４
９
分
に
到
着

す
る
。
約
４
時
間
の
旅
で
あ
る
。
新
大
阪
、
京
都
に
止
ま
り
列
車
は
湖
西
線
に
入

り
、
窓
の
外
に
琵
琶
湖
を
眺
め
な
が
ら
近
江
塩
津
駅
に
通
過
す
る
と
右
手
か
ら
北

陸
本
線
の
線
路
が
近
づ
い
て
く
る
、
や
が
て
合
体
し
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
湖
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西
線
か
ら
北
陸
本
線
に
入
る
。

　
金
沢
駅
　
１
１
時
０
３
分

　
金
沢
駅
に
到
着
し
た
、
野
原
と
唐
は
能
登
へ
行
く
た
め
七
尾
線
の
ホ
ー
ム
へ
。

「
穴
水
で
乗
り
換
え
か
、
そ
こ
か
ら
輪
島
へ
行
く
ん
だ
ね
。」

　「
こ
の
七
尾
線
、
電
気
で
動
く
の
か
。」

　「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
ね
、
そ
の
通
り
、
９
１
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
七
尾
線
は
電
化

開
業
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。」

　「
そ
れ
で
、
電
車
に
な
っ
た
の
か
。」

　「
お
っ
、
来
た
。」

　　
野
原
た
ち
は
七
尾
線
に
乗
り
、
輪
島
へ
向
っ
た
。

　
野
原
と
唐
が
乗
っ
た
七
尾
線
は
津
幡
か
ら
輪
島
へ
結
ぶ
ロ
ー
カ
ル
線
で
あ
る
、

金
沢
か
ら
津
幡
ま
で
は
北
陸
本
線
を
走
る
、
９
１
年
の
９
月
で
電
化
開
業
に
よ
り

電
車
化
に
な
っ
た
、
他
に
も
気
動
車
タ
イ
プ
の
急
行
「
能
登
路
」
も
運
転
さ
れ
て

い
る
。

「
海
が
見
え
て
き
た
わ
。」

「
う
ん
、
結
構
楽
し
い
わ
。」

　
フ
ァ
ー
ン
!

　
七
尾
線
は
穴
水
に
到
着
し
た
、
そ
こ
か
ら
は
の
と
鉄
道
七
尾
線
に
乗
り
換
え
て

輪
島
へ
向
っ
た
。

「
こ
こ
が
輪
島
か
。」

　「
う
わ
ぁ
。」

　　
輪
島
温
泉
・
ホ
テ
ル
高
州
園

　「
お
世
話
に
な
り
ま
す
。」
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　「
よ
う
こ
そ
、
輪
島
温
泉
へ
。」

　「
い
い
温
泉
ね
。」

　「
う
ん
。」

　
二
人
は
、
旅
館
に
入
っ
て
み
た
ら
。

　「
う
わ
ー
、
海
が
い
っ
ぱ
い
だ
わ
。」

　「
あ
あ
、
能
登
は
海
が
綺
麗
だ
か
ら
な
。」

　「
本
当
だ
わ
。」

　「
う
ん
。」
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第
３
章
　
輪
島
で
殺
人

　　
と
、
野
原
と
唐
と
一
緒
に
行
っ
て
見
る
こ
と
に
。

　「
ど
う
し
た
の
、
野
原
。」

　「
大
変
だ
、
人
が
撃
ち
殺
さ
れ
て
る
ん
だ
。」

　「
何
だ
っ
て
。」

　　
野
原
と
唐
が
見
た
の
は
、
そ
れ
は
男
性
の
射
殺
死
体
で
し
た
。

　「
ど
う
。」

　「
や
は
り
拳
銃
だ
。」

　「
拳
銃
。」

　「
う
ん
、
こ
れ
は
多
分
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
だ
。」

　「
や
っ
ぱ
り
、
射
殺
か
な
。」

　「
あ
あ
。」

　　
数
分
後
、
石
川
県
警
の
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
た
。

　「
石
川
県
警
の
猪
谷
で
す
。」

　　
と
、
警
察
手
帳
を
見
せ
た
。

　「
あ
な
た
が
発
見
者
だ
ね
。」
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　「
は
い
。」

　「
そ
れ
で
、
現
場
は
。」

　「
こ
こ
で
す
。」

　　
間
も
な
く
、
捜
査
一
課
も
臨
場
し
て
き
た
。

　「
警
部
、
死
因
は
銃
殺
で
す
ね
。」

　　
と
、
部
下
の
速
水
刑
事
が
言
う
。

　「
そ
れ
で
、
被
害
者
の
身
元
は
。」

　「
あ
あ
、
被
害
者
は
松
岡
泰
士
さ
ん
、
３
４
才
だ
。」

　「
お
そ
ら
く
凶
器
は
拳
銃
、
こ
れ
は
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　「
何
、
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
。」

　「
え
え
。」

　　
唐
は
、
野
原
と
一
緒
に
能
登
を
巡
っ
た
。

　　
白
米
千
枚
田

　「
も
う
す
ぐ
、
お
米
が
取
れ
る
時
期
だ
ね
。」

　「
う
ん
。」
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「
こ
こ
は
能
登
で
も
観
光
名
所
何
だ
。」

　「
そ
う
な
ん
で
す
か
。」

　　
恋
路
海
岸

　「
こ
こ
が
、
恋
路
海
岸
ね
。
ク
ゥ
ク
ゥ
を
撮
っ
て
よ
。」

　「
わ
か
っ
て
る
よ
、
ク
ゥ
ク
ゥ
笑
っ
て
。」

　「
は
い
。」

　　
と
写
真
を
撮
る
。

　　
輪
島
朝
市

　「
こ
う
て
く
だ
ぁ
ー
。」

　　
と
威
勢
の
い
い
声
が
聞
こ
え
た
。

　「
結
構
繁
盛
し
て
る
な
。」

　「
お
客
さ
ん
、
今
日
は
と
れ
た
て
だ
よ
。」

　　
と
、
干
物
屋
は
言
う
。

　　
朝
市
の
活
気
が
み
え
る
。

　「
う
わ
っ
、
海
の
臭
い
が
す
る
ね
。」

　「
ホ
ン
ト
だ
。」
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海
産
物
の
試
食
を
す
る
野
原
。

　「
野
原
、
こ
こ
よ
く
来
る
の
。」

　「
う
ん
、
能
登
へ
行
っ
た
ら
朝
市
も
よ
ろ
う
か
な
と
。
で
も
輪
島
朝
市
は
初
め
て

な
ん
だ
」

　「
結
構
大
繁
盛
し
て
る
ん
だ
ね
。」

　「
朝
市
は
、
輪
島
の
他
に
も
ね
北
海
道
の
函
館
や
千
葉
の
勝
浦
や
岐
阜
の
宮
川
で

行
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。」

　「
そ
う
な
ん
だ
。」

　　
そ
し
て
、
千
歌
は
イ
カ
の
塩
辛
を
試
食
し
た
。

　「
え
っ
、
塩
辛
ッ
。」

　「
ア
ハ
ハ
、
千
歌
は
辛
い
物
は
苦
手
な
ん
だ
よ
な
。」

　「
に
ぎ
や
か
だ
ね
、
輪
島
朝
市
。」

　「
威
勢
が
い
い
ね
。」

　「
本
当
だ
。」

　「
美
味
し
そ
う
な
魚
も
売
っ
て
る
わ
。」

　「
本
当
。」
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「
あ
っ
、
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
だ
っ
て
。」

　　
と
、
野
原
は
言
っ
た
。

　「
ち
ょ
っ
と
見
に
行
こ
う
よ
。」

　　
野
原
と
唐
は
魚
屋
を
見
物
し
た
。

　「
楽
し
か
っ
た
わ
、
能
登
。」

　「
あ
あ
。」

　「
ま
た
、
あ
な
た
と
旅
し
た
い
わ
。」

　「
帰
り
は
ど
う
す
る
の
。」

　「
米
原
で
新
幹
線
に
乗
っ
て
横
浜
へ
帰
る
よ
。」

　「
そ
う
な
の
。」

　　
帰
り
は
、
金
沢
か
ら
米
原
経
由
の
Ｌ
特
急
「
加
越
８
号
」
に
乗
っ
て
米
原
か
ら

新
幹
線
「
ひ
か
り
」
に
乗
り
次
い
で
新
横
浜
へ
帰
宅
し
た
。

　
一
方
、
南
は
琵
琶
湖
で
起
き
た
殺
人
を
推
理
し
て
い
た
。

「
こ
れ
が
琵
琶
湖
で
起
き
た
殺
人
だ
な
。」

「
は
い
。」

「
使
用
さ
れ
た
凶
器
は
。」

「
恐
ら
く
拳
銃
と
思
わ
れ
ま
す
。」

「
拳
銃
か
。」

「
え
え
。」

「
や
は
り
、
使
用
さ
れ
た
の
は
Ｓ
Ｗ
の
３
８
口
径
で
す
ね
。」

「
３
８
口
径
か
。」
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「
犯
人
は
、
暴
力
団
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。」

「
え
え
。」
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第
４
章
　
容
疑
者

　「
何
、
野
原
が
殺
人
容
疑
で
取
り
調
べ
を
。」

　
と
、
南
は
言
っ
た
。

「
あ
あ
、
神
奈
川
県
警
か
ら
連
絡
が
会
っ
た
よ
。」

「
そ
れ
、
本
当
な
ん
で
す
か
。」

「
お
う
、
今
滋
賀
県
警
の
刑
事
が
着
て
調
べ
て
い
る
ん
だ
。」

「
え
っ
、
何
だ
っ
て
。」

　
南
は
、
早
速
神
奈
川
県
警
へ
向
か
っ
た
。

「
お
お
、
南
。」

「
大
下
、
こ
れ
ば
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
。」

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
南
公
安
官
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
、
こ
れ
は
任
意
同
行
で
す
か
ら
。」

「
え
っ
。」

「
琵
琶
湖
で
起
き
た
殺
人
の
当
日
は
、
野
原
は
能
登
へ
旅
行
し
て
い
た
と
言
っ
て

る
ん
だ
。」

「
え
っ
。」

「
話
に
よ
る
と
、
野
原
は
唐
と
一
緒
に
京
都
へ
行
っ
て
、
次
の
日
京
都
か
ら
北
陸
本

線
の
特
急
「
雷
鳥
」
に
乗
っ
て
い
た
ん
だ
と
言
っ
て
る
ん
だ
。」

「
え
っ
、
そ
れ
本
当
な
ん
で
す
か
。」

「
あ
あ
。」

「
ほ
う
、
京
都
か
ら
特
急
「
雷
鳥
」
に
乗
っ
た
。」

「
え
え
。」

　
２
時
間
後
、
野
原
は
釈
放
さ
れ
た
。

「
あ
っ
、
南
さ
ん
。」

「
色
々
聞
か
れ
た
だ
ろ
。」

「
あ
あ
、
や
っ
て
い
な
い
の
に
疑
う
な
ん
て
。」

「
野
原
、
本
当
に
特
急
「
雷
鳥
」
に
乗
っ
た
の
か
。」

「
う
ん
、
確
か
「
雷
鳥
」
は
新
潟
行
に
乗
っ
た
の
覚
え
て
い
る
よ
。」

　
南
は
、
特
捜
班
に
戻
る
と
高
杉
班
長
に
報
告
し
た
。

「
え
っ
、
事
件
当
日
は
京
都
か
ら
特
急
「
雷
鳥
」
に
乗
っ
て
金
沢
へ
行
っ
た
と
言
っ

て
い
ま
す
。」
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「
な
る
ほ
ど
。」

　
小
海
は
早
速
、
時
刻
を
調
べ
て
見
た
。

「
え
ー
と
、
え
ー
と
、
雷
鳥
の
新
潟
行
と
、
あ
っ
た
わ
。」

　
時
刻
表
を
見
て
見
る
と
。

　
４
０
１
３
Ｍ
雷
鳥
１
３
号

　
大
阪
　
８
：
１
０

　
新
大
阪
　
８
：
１
５

　
京
都
　
８
：
３
９

　
西
大
津
　
８
：
４
８

　
敦
賀
　
９
：
３
４
　
９
：
３
５

　
武
生
　
１
０
：
０
１

　
福
井
　
１
０
：
０
９
　
１
０
：
１
０

　
芦
原
温
泉
　
１
０
：
２
１

　
加
賀
温
泉
　
１
０
：
３
３

　
小
松
　
１
０
：
４
３

　
金
沢
　
１
１
：
０
１
　
１
１
：
０
３

　
石
動
　
１
１
：
１
９

　
高
岡
　
１
１
：
２
９
　
１
１
：
３
０

　
富
山
　
１
１
：
４
１
　
１
１
：
４
５

　
滑
川
　
１
１
：
５
９

　
魚
津
　
１
２
：
０
５
　
１
２
：
０
６

　
黒
部
　
１
２
：
１
２

　
入
善
　
１
２
：
２
１

　
糸
魚
川
　
１
２
：
４
５
　
１
２
：
４
６

　
直
江
津
　
１
３
：
１
１
　
１
３
：
１
２

　
柏
崎
　
１
３
：
３
４
　
１
３
：
３
５

　
長
岡
　
１
３
：
５
９
　
１
４
：
０
０

　
見
附
　
１
４
：
０
８

　
東
三
条
　
１
４
：
１
７

　
加
茂
　
１
４
：
２
４

　
新
津
　
１
４
：
３
７
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新
潟
　
１
４
：
４
９

「
あ
あ
、
確
か
に
ね
。」

「
え
え
、
１
日
目
は
京
都
へ
行
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。」

「
そ
れ
、
本
当
か
。」

「
は
い
。」

「
彼
は
京
都
へ
行
っ
て
い
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
帰
り
は
金
沢
で
米
原
経
由
の
特
急
「
加
越
８
号
」
に
乗
っ
て
新
横
浜
に
帰
っ
た
と

言
っ
て
い
ま
す
。」

　
時
刻
表
を
調
べ
て
見
る
と
。

　
加
越
８
号

　
金
沢
発
　
１
３
時
２
２
分

　
小
松
　
　
１
３
時
４
０
分

　
加
賀
温
泉
　
１
３
時
４
９
分

　
芦
原
温
泉
　
１
４
時
０
０
分

　
　
福
井
　
１
４
時
１
２
分

　
　
鯖
江
　
１
４
時
２
１
分

　
　
武
生
　
１
４
時
２
６
分

　
　
敦
賀
　
１
４
時
４
８
分

　
　
長
浜
　
１
５
時
１
６
分

　
　
米
原
　
１
５
時
２
２
分

「
そ
う
か
、
米
原
だ
と
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
と
連
絡
し
ま
す
か
ら
乗
る
こ
と
し
た
ら

何
時
だ
。

「
調
べ
て
見
る
と
、
米
原
か
ら
だ
と
１
５
時
２
９
分
発
の
「
ひ
か
り
２
４
６
号
」
に

乗
れ
ば
新
横
浜
に
は
１
７
時
３
１
分
、
東
京
へ
は
１
７
時
４
９
分
に
到
着
し
ま

す
。」

「
こ
れ
で
、
ア
リ
バ
イ
は
成
立
で
す
ね
。」

「
え
え
。」
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第
５
章
　
事
件
の
背
景

　　
野
原
の
旅
行
は
、
石
川
県
警
に
捜
査
協
力
を
得
る
こ
と
に
し
た
。

　
野
原
の
旅
行
は
次
の
通
り
だ
っ
た
。

　
１
日
目
　
６
時
３
０
分
発
　
新
幹
線
「
ひ
か
り
３
１
号
」
に
乗
車

　　
　
　
　
８
時
５
４
分
　
京
都
着

　　
２
日
目
　
京
都
─
金
沢
ま
で
は
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
に
乗
車

　　
　
　
　
金
沢
か
ら
輪
島
ま
で
七
尾
線
に
乗
車

　　
３
日
目
　
金
沢
か
ら
米
原
経
由
の
特
急
に
乗
っ
て
横
浜
へ
帰
宅

「
ア
リ
バ
イ
成
立
で
す
か
。」

「
あ
あ
、
確
認
し
て
い
る
。」

　
調
べ
た
結
果
、
輪
島
の
旅
館
に
は
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

「
初
日
は
京
都
へ
行
っ
て
た
の
か
。」

「
え
え
。」

「
三
千
院
と
二
条
城
へ
行
っ
て
た
そ
う
で
す
。」

「
ほ
う
、
な
る
ほ
ど
。」

「
そ
れ
で
。」

「
今
、
桜
井
と
高
山
が
京
都
で
確
認
へ
行
っ
て
い
る
。」

「
そ
う
か
。」

　
一
方
、高
山
と
桜
井
は
新
幹
線「
ひ
か
り
２
０
７
号
」に
乗
っ
て
京
都
へ
向
か
っ

た
。

　
二
条
城

「
お
お
、
こ
の
２
人
か
。」

「
知
っ
て
る
ん
で
す
か
。」

「
え
え
、
観
光
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。」

「
そ
う
で
す
か
。」
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京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
。

「
あ
あ
、
そ
の
二
人
な
ら
昨
日
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
よ
。」

「
え
っ
、
本
当
で
す
か
。」

「
え
え
、
昨
日
で
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

　
そ
し
て
、
高
山
と
桜
井
は
東
京
に
戻
り
、
高
杉
班
長
に
報
告
し
た
。

「
そ
う
か
、
初
日
に
京
都
へ
か
。」

「
は
い
、
確
認
取
り
ま
し
た
。」

「
裏
付
け
あ
り
か
。」

「
え
え
。」

「
ホ
テ
ル
と
二
条
城
の
職
員
に
も
確
認
し
た
が
、
や
は
り
二
条
城
へ
観
光
し
た
後

は
ホ
テ
ル
で
１
泊
さ
れ
て
い
ま
す
。」

「
そ
う
か
、
高
山
、
桜
井
、
ご
苦
労
さ
ん
。」

「
は
い
。」

　
そ
こ
へ
、
高
杉
が
や
っ
て
来
た
。

「
ど
う
だ
っ
た
、
南
。」

「
え
え
、
野
原
と
唐
は
初
日
に
京
都
へ
来
て
い
た
の
は
確
か
だ
。」

「
そ
う
か
、
琵
琶
湖
へ
は
無
理
か
。」

「
え
え
。」

　
次
の
日
、
南
は
横
浜
で
野
原
に
会
っ
た
。

「
え
っ
、
ク
ゥ
ク
ゥ
が
。」

「
う
ん
、
何
か
話
し
た
い
事
あ
る
っ
て
。」

「
と
に
か
く
、
公
安
室
に
来
て
か
。」

「
う
ん
。」

　
南
は
、
野
原
と
唐
と
一
緒
、
東
京
中
央
鉄
道
公
安
室
へ
や
っ
て
来
た
。

「
え
っ
、
行
方
不
明
。」

「
え
え
、
一
昨
日
か
ら
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
の
。」

「
そ
れ
で
、
警
察
の
方
は
。」

「
い
い
ま
し
た
よ
。」

「
そ
れ
で
、
そ
の
人
の
特
徴
は
。」

「
は
い
、
こ
れ
が
特
徴
で
す
。」
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「
な
る
ほ
ど
、
わ
か
り
ま
し
た
、
早
速
、
捜
査
す
る
よ
う
取
り
計
ら
い
ま
す
。」

　
南
は
、
高
山
と
小
海
と
一
緒
に
行
方
不
明
の
捜
索
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
え
ー
と
、
名
前
は
唐
の
母
の
友
人
で
里
見
　
菜
穂
子
さ
ん
か
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
で
も
、
琵
琶
湖
と
奥
能
登
の
殺
人
の
方
は
。」

「
大
丈
夫
だ
よ
、
桜
井
と
松
本
に
任
せ
る
か
ら
。」

「
そ
う
。」

「
な
ら
安
心
ね
。」

「
よ
し
、
早
速
、
能
登
へ
行
こ
う
。」

「
え
え
。」

　
南
は
、
高
山
と
小
海
を
連
れ
て
上
野
か
ら
２
３
時
０
３
分
発
の
寝
台
特
急
「
北

陸
」
に
乗
り
、
能
登
へ
向
か
っ
た
。
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第
６
章
　
行
方
不
明

　　
６
時
３
１
分
、
寝
台
特
急
「
北
陸
」
は
金
沢
に
到
着
し
た
。

「
金
沢
で
七
尾
線
に
乗
っ
た
の
は
確
か
で
す
ね
。」

「
え
え
。」

「
と
に
か
く
、
捜
索
す
る
ぞ
。」

「
は
い
。」

　
そ
し
て
、
七
尾
線
に
乗
っ
て
穴
水
へ
や
っ
て
来
た
。

「
こ
の
辺
で
降
り
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

「
え
え
。」

「
と
に
か
く
、
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
か
。」

「
小
海
、
頼
む
。」

「
は
い
。」

　
小
海
は
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
聞
き
込
み
を
し
た
。

「
あ
あ
、
こ
の
女
性
な
ら
知
っ
て
ま
す
よ
。」

「
本
当
で
す
か
。」

「
え
え
、
こ
の
駅
で
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に
乗
っ
た
男
と
一
緒
だ
っ
た
よ
。」

「
あ
の
ー
、
何
歳
位
の
人
で
し
た
。」

　
小
海
は
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
聞
い
た
。

「
さ
ぁ
て
ね
、
４
２
歳
ぐ
ら
い
の
男
だ
っ
た
よ
。」

「
そ
う
で
す
か
、
そ
れ
で
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
特
徴
は
。」

「
あ
あ
、
確
か
シ
ボ
レ
ー
の
カ
マ
ロ
で
色
は
赤
だ
っ
た
な
。」

「
う
ん
、
赤
の
シ
ボ
レ
ー
。」

　
聞
き
込
み
の
結
果
、
失
踪
し
た
里
見
は
赤
い
シ
ボ
レ
ー
に
乗
っ
て
走
り
去
っ
た

こ
と
が
判
明
さ
れ
た
。

「
え
っ
、
赤
の
シ
ボ
レ
ー
に
乗
っ
た
男
が
里
見
を
乗
せ
た
っ
て
。」

「
う
ん
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
言
っ
て
た
わ
。」

「
そ
う
か
、
そ
の
男
を
調
べ
な
い
と
ね
。」

　
南
は
、
す
ぐ
に
高
杉
班
長
に
報
告
し
、
桜
井
達
に
そ
の
男
の
捜
査
し
て
く
れ
と

頼
ん
だ
。

「
何
、
南
が
能
登
へ
。」
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「
う
ん
、
と
に
か
く
調
べ
て
見
て
く
れ
。」

「
わ
か
っ
た
わ
。」

「
よ
し
、
わ
し
も
手
伝
う
ぞ
。」

　
と
、
菅
原
は
言
っ
た
。

　
早
速
、
時
刻
表
で
菅
原
は
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
方
、
桜
井
は
松
本
と
一
緒
に
シ
ボ
レ
ー
の
男
を
追
う
事
に
な
っ
た
。

「
え
っ
、
ま
た
あ
ん
た
か
。」

「
す
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
女
性
を
ご
存
知
で
す
か
。」

「
あ
の
女
は
、
輪
島
で
降
り
た
後
は
そ
の
後
は
知
ら
ん
な
、
又
俺
を
疑
っ
て
る
の

か
。」

「
あ
、
い
や
、
そ
う
言
う
わ
げ
じ
ゃ
な
く
て
。」

「
又
し
つ
こ
く
来
た
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
訴
え
る
ぞ
。」

　
と
、
言
っ
て
男
は
ド
ア
を
閉
め
た
。

「
何
て
、
人
な
ん
だ
。」

「
あ
あ
、
こ
の
人
怪
し
い
な
。」

「
え
え
、
何
か
隠
し
て
い
る
か
も
ね
。」

　
一
方
、
菅
原
は
。

「
よ
ー
し
、
わ
し
の
出
番
だ
な
。」

「
え
ー
と
、
男
は
。」

　
時
刻
表
を
見
て
見
る
と
。

　
７
時
４
４
分
　
新
横
浜
で
新
幹
線
「
ひ
か
り
２
０
５
号
」
に
乗
車

　
９
時
５
４
分
　
米
原
で
下
車

　
９
時
５
７
分
　
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
３
号
」
に
乗
車

　
１
１
時
５
３
分
　
金
沢
で
下
車

「
ん
、
待
て
よ
、
奴
が
琵
琶
湖
へ
行
っ
た
と
し
た
ら
米
原
か
ら
だ
っ
た
ら
新
快
速
が

あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。」

　
９
時
５
８
分
　
琵
琶
湖
線
に
乗
車

　
１
０
時
０
９
分
　
長
浜
着

　
１
１
時
１
２
分
　
長
浜
発

　
１
１
時
５
０
分
　
敦
賀
着

「
敦
賀
か
ら
北
陸
本
線
に
乗
っ
た
。」
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１
２
時
０
２
分
　
敦
賀
発
特
急
「
ス
ー
パ
ー
雷
鳥
１
９
号
」
に
乗
車

　
１
４
時
３
４
分
　
和
倉
温
泉
着

「
そ
こ
か
ら
、
七
尾
線
に
乗
り
か
え
た
。」

　
と
、
菅
原
は
時
刻
表
で
等
を
解
い
た
。

「
わ
か
っ
た
よ
、
桜
井
、
松
本
。」

「
本
当
か
、
そ
れ
。」

「
あ
あ
。」
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第
７
章
　
事
件
解
決

　「
こ
れ
で
、
奴
の
ア
リ
バ
イ
は
崩
れ
た
わ
。」

「
う
ん
、
こ
れ
で
逮
捕
は
出
来
る
。」

「
と
言
う
事
は
、
ま
だ
能
登
に
い
る
っ
て
事
か
。」

「
そ
う
言
う
事
だ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
唐
と
母
の
友
人
は
。」

「
あ
あ
、
恐
ら
く
な
。」

　
そ
こ
へ
、
石
川
県
警
の
小
沢
警
部
が
や
っ
て
来
た
。

「
あ
な
た
が
、
唐
　
可
可
で
す
ね
。」

「
は
い
、
そ
う
で
す
が
、
あ
な
た
は
。」

「
私
は
、
石
川
県
警
の
小
沢
で
す
。」

「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
の
友
人
を
捜
索
し
て
る
ん
で
す
か
。」

「
は
い
、
一
昨
日
か
ら
行
方
不
明
に
な
っ
て
、
公
安
の
人
に
お
願
い
し
た
ん
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
南
と
高
山
達
は
、
石
川
県
警
の
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
込
み
、
能
登
金
剛
へ
向
か
っ

た
。

「
お
っ
、
こ
、
こ
れ
は
。」

「
何
と
。」

「
若
し
か
し
た
ら
、
可
可
の
母
の
友
人
か
。」

「
う
ん
。」

　
小
海
は
、
里
見
を
救
出
し
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
、
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
え
っ
、
あ
、
あ
な
た
は
。」

「
東
京
中
央
公
安
室
の
公
安
特
捜
班
で
す
。」

「
間
違
い
な
い
、
捜
索
願
の
里
見
だ
。」

　
と
、
高
山
は
言
っ
た
。

「
お
い
、
誰
だ
て
め
ぇ
は
。」

「
鉄
道
公
安
隊
だ
。」

「
や
は
り
、
お
前
が
。」

「
そ
の
通
り
さ
。」
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「
琵
琶
湖
と
能
登
で
殺
害
し
、
里
見
を
拉
致
し
た
。」

「
悪
い
が
、
お
前
を
生
か
し
て
お
け
な
い
な
。」

　
と
、
中
里
は
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
を
取
り
出
し
た
。

「
死
ね
ー
ッ
!
。」

　
バ
キ
ュ
ー
ン
!

　
と
、
１
発
発
砲
し
た
。

　
高
山
は
、
１
発
発
砲
し
た
。

「
ぐ
は
っ
。」

　
と
、
肩
に
命
中
。

「
観
念
し
ろ
、
中
里
。」

　
と
、
南
は
手
錠
を
か
け
た
。

「
い
や
ー
、
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
な
。」

「
え
え
。」

「
こ
れ
で
、
野
原
の
無
実
は
証
明
さ
れ
た
な
。」

「
え
え
。」

「
後
は
、
犯
人
が
分
か
れ
ば
な
。」

　
石
川
県
警
察
本
部

「
え
っ
、
も
う
１
人
の
犯
人
が
わ
か
っ
た
っ
て
。」

「
え
え
、
今
桜
井
と
松
本
で
マ
ー
ク
し
て
い
る
男
の
身
元
が
分
か
っ
た
よ
。」

「
そ
れ
本
当
か
。」

「
あ
あ
、
名
前
は
二
宮
　
大
輔
、
３
５
歳
だ
。」

「
あ
っ
、
こ
の
人
が
。」

「
あ
あ
。」

「
今
、
桜
井
と
松
本
と
菅
原
が
追
っ
て
い
る
。」

　
そ
し
て
、
桜
井
は
松
本
と
一
緒
に
二
宮
の
逮
捕
へ
向
か
っ
た
。

「
二
宮
大
輔
、
お
前
を
殺
人
陽
気
で
逮
捕
す
る
。」

　
と
、
松
本
は
二
宮
に
手
錠
を
か
け
た
。

　
そ
し
て
、
次
の
日
。

「
あ
り
が
と
う
、
こ
れ
で
無
実
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。」

「
よ
か
っ
た
な
、
野
原
、
疑
い
が
は
れ
て
。」

「
う
ん
、
こ
れ
も
特
捜
班
の
お
か
げ
で
す
よ
。」
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「
い
え
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
。」

　
そ
し
て
、
唐
　
可
可
は
結
ヶ
丘
高
等
学
校
へ
通
っ
て
い
た
。

「
ク
ゥ
ク
ゥ
ち
ゃ
ん
、
楽
し
そ
う
だ
ね
。」

「
あ
あ
。」

「
野
原
も
横
浜
で
楽
し
く
や
っ
て
る
か
な
。」

「
あ
あ
。」

「
そ
れ
で
、
南
さ
ん
は
鉄
道
公
安
っ
て
大
変
な
ん
だ
ろ
。」

「
あ
あ
、
乗
客
の
安
全
を
守
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
。」

「
そ
う
な
ん
だ
、
危
険
な
仕
事
な
ん
だ
。」

「
う
ん
。」

　
野
原
は
鉄
道
公
安
隊
は
危
険
な
仕
事
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
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